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１ 日本の少子化の状況 

(１) 全国の出生数と合計特殊出生率の推移（昭和 22 年～令和４年）  

出生数は第２次ベビーブーム以降、減少を続け、平成３ (1991)年以降は増加

と減少を繰り返しながら緩やかな減少傾向にある。合計特殊出生率は平成 17

（2005）年に過去最低となってからは微増傾向だったが、近年は微減傾向。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「人口動態調査」 

 

(２) 全国の人口構造の推移と見通し  

    国内の人口は、平成 22(2010)年から減少傾向にある。今後も、年少人口  

（0～14 歳）と生産年齢人口の減少が続くとともに、高齢者人口（65 歳以上）

の割合が相対的に上昇し続けると予測されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：内閣府：「少子化対策白書」 
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２ 福岡市の状況  

（１）福岡市の将来人口推計  

福岡市の人口は、令和22(2040)年頃にピークとなり約170万人に達し、以後

は減少に向かうと推計される。  

年少人口（０～14歳）は減少傾向となるが、全国と比較し緩やかに減少する

と推計される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）福岡市の 15 歳未満人口の内訳と構成率の推移  

全人口に占める年少人口（０～14 歳）の割合は、平成 17（2005）年まで減少

の傾向が続き、以降は横ばいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 
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（３）人口構造（人口ピラミッド）  

福岡市は、全国と比較すると、18 歳以下の各年齢に比べて 19 歳から 26 歳ま

での人口が大幅に増加する形となっている。 

  ○福岡市 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」 
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参照：総務省「令和２年 国勢調査」 
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（４）生産年齢人口における男女構成比  

    福岡市と全国の生産年齢人口を５歳毎に比較すると、全国では、55～59 歳の

区分から女性人口が男性人口を上回るが、福岡市では、全ての年代で女性人口が

男性人口を上回っている。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：総務省「令和２年 国勢調査」 

人数
人口に占める男

性の割合
人数

人口に占める女

性の割合
人数

人口に占める男

性の割合
人数

人口に占める女

性の割合

15～19 37,066人 (50.0%) 37,116人 (50.0%) 2,880千人 (51.3%) 2,737千人 (48.7%)

20～24 47,385人 (48.1%) 51,036人 (51.9%) 3,018千人 (50.9%) 2,913千人 (49.1%)

25～29 45,280人 (46.3%) 52,604人 (53.7%) 3,074千人 (51.0%) 2,958千人 (49.0%)

30～34 46,831人 (47.4%) 52,010人 (52.6%) 3,297千人 (50.8%) 3,188千人 (49.2%)

35～39 51,659人 (47.8%) 56,315人 (52.2%) 3,697千人 (50.6%) 3,615千人 (49.4%)

40～44 55,379人 (48.1%) 59,821人 (51.9%) 4,189千人 (50.5%) 4,102千人 (49.5%)

45～49 59,338人 (48.4%) 63,331人 (51.6%) 4,863千人 (50.4%) 4,787千人 (49.6%)

50～54 49,924人 (48.1%) 53,972人 (51.9%) 4,277千人 (50.1%) 4,263千人 (49.9%)

55～59 43,324人 (48.2%) 46,479人 (51.8%) 3,865千人 (49.8%) 3,902千人 (50.2%)

60～64 39,048人 (48.0%) 42,380人 (52.0%) 3,593千人 (49.2%) 3,704千人 (50.8%)

（参考）

全人口 761,148人 (47.2%) 851,244人 (52.8%) 61,350千人 (48.6%) 64,797千人 (51.4%)

年代

福岡市 全国

男性 女性 男性 女性
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（５）世帯数及び一世帯あたりの平均世帯人員の推移  

福岡市の世帯数は増加傾向にあるが、一世帯あたりの平均世帯人員は減少傾

向となっており、世帯規模の縮小が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 

 

（６）家族類型別の一般世帯数の割合  

家族類型別の一般世帯数の割合を見ると、夫婦と子ども世帯の割合が減少し、

非親族・単独世帯が増加するなど、少人数の世帯の割合が増加している。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 
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（７）出生数の推移（昭和 45 年～令和４年）  

福岡市の出生数のピークは、昭和 48(1973)年、第２次ベビーブームのピーク

の年で、その後減少し、平成２(1990)年頃から 13,000 人台のほぼ横ばいで推移

してきたが、平成 20(2008)年以降は 14,000 人台で推移し、近年は減少傾向。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：福岡市推計人口及び厚生労働省「人口動態調査」 

 

（８）政令指定都市の人口 1,000 人あたり出生数  

福岡市の 1,000 人あたりの出生数は 7.5 人で、政令指定都市の中で、20 都市

中第２位となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「令和４年 人口動態調査」 
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1 熊本市 7.8 8 大阪市 6.7 15 千葉市 5.9
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（９）福岡市と全国の合計特殊出生率の推移  

福岡市の合計特殊出生率は、平成 27（2015）年に比べ令和２（2020）年は

0.13 ポイント減少しており、全国値と比較すると、低い値で推移している。  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照：厚生労働省「人口動態調査」 

 
 
 
 
 

（10）政令指定都市の合計特殊出生率  

福岡市の合計特殊出生率は、政令指定都市の中で、20 都市中第 16 位となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：厚生労働省「令和２年 人口動態調査」 

   

 

〔合計特殊出生率とは〕 

15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、一人の女性が仮に 

その年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数。 

政令指定都市の合計特殊出生率は、国勢調査結果をもとに５年毎に算出。 
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（11）福岡市の未婚率の推移  

福岡市の未婚率(25～39 歳の５歳階級別)は、令和２年調査では、男女共に低

下している。なお、女性は、全国平均より高い値で推移している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：総務省「国勢調査」 

（12）政令指定都市の若者率  

福岡市の若者率（15～29 歳の人口÷総人口×100(％)）は、政令指定都市の中

で、20 都市中第１位となっている。  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※配偶関係不詳を含み算出  

13.6%

13.7%

13.7%

13.7%

14.1%

14.4%

14.5%

14.8%

15.1%

15.3%

15.3%

15.5%

15.8%

15.8%

16.2%

16.5%

16.7%

16.9%

17.2%

17.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

浜松市

新潟市

静岡市

北九州市

神戸市

札幌市

堺市

広島市

千葉市

熊本市

横浜市

相模原市

名古屋市

さいたま市

岡山市

大阪市

仙台市

京都市

川崎市

福岡市

男性 女性 

※割合は「不詳」を除いて算出  

73.2
75.7

69.1

63.5
57.5

45.2 

49.2 

44.8 
40.6 

37.7

23.8 
27.0 

33.5 

29.8 
27.7

69.3 
71.4 

69.2 68.3 

65.4

42.9 

47.1 

46.0 44.7 43.7

25.7 

30.0 
34.8 33.7 

32.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

R2

(2020)

（％）

福岡市

２５～２９歳

福岡市

３０～３４歳

福岡市

３５～３９歳

全国

２５～２９歳

全国

３０～３４歳

全国

３５～３９歳

（年）

63.4 

68.8 
66.3 

61.6 
59.4

35.4 

41.0 42.3 
39.2 

37.8

19.3 

23.2 
29.8 28.3 

26.9

54.0 

59.0 58.9 58.8 58.2

26.6 

32.0 
33.9 

33.6 
33.6

13.8 

18.4 

22.7 
23.3 

22.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

R2

(2020)

（％）

福岡市

２５～２９歳

福岡市

３０～３４歳

福岡市

３５～３９歳

全国

２５～２９歳

全国

３０～３４歳

全国

３５～３９歳

（年）

参照：総務省「令和２年 国勢調査」  



9 

 

（13）政令指定都市の人口 1,000 人あたりの学生数  

福岡市の 1,000 人あたりの学生数は、政令指定都市の中で、20 都市中第２位

となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月１日現在 

人口：各市推計人口／学生数：学校基本調査（文部科学省） 

 

 

 

 
（14）子育て環境満足度  

     子育て環境満足度は、平成 21（2009）年度に 60％を超え、その後、60％台で

推移。近年は、60％台後半から 70％台前半で推移している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：「福岡市基本計画の成果指標に関する意識調査」 

 
   ※ 子育て環境満足度 

福岡市は「子育てしやすい」または「どちらかといえば子育てがしやすい」と 

感じる高校生以下の子を持つ保護者の割合 

 

【学生とは】 

「大学」「短期大学」「専修学校」「各種学校」に通っている者。（院生、聴講生を含む） 

専修学校：学校教育法第 124 条に基づく教育施設（例：専門学校等） 

各種学校：学校教育法第 134 条に基づく教育施設（例：ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・ｽｸｰﾙ等） 

1,000人あた

りの学生数
学生数

1,000人あた

りの学生数
学生数

(人) (人) (人) (人)

1 京都市 114.8 166,320 11 大阪市 36.3 99,802

2 福岡市 67.6 109,719 12 広島市 36.2 43,148

3 名古屋市 67.0 155,746 13 静岡市 35.8 24,554

4 仙台市 62.1 68,133 14 北九州市 31.9 29,544

5 岡山市 55.8 40,150 15 相模原市 29.5 21,415

6 神戸市 53.5 80,900 16 横浜市 28.8 108,614

7 熊本市 46.9 34,610 17 浜松市 21.8 17,094

8 新潟市 45.7 35,655 18 堺市 21.1 17,213

9 千葉市 38.5 37,645 19 さいたま市 19.7 26,287

10 札幌市 36.7 72,451 20 川崎市 17.5 26,998

順位 都 市 名 順位 都 市 名
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専門委員会① 関連データ 

 
（１）産後ケア事業の利用者数の推移（実人数）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）病児・病後児デイケア事業の利用者数の推移（延べ人数）  

 
（単位：人）  

平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

29,126 29,634 11,686 19,805 21,740 

 
  

福岡市こども未来局調べ  

福岡市こども未来局調べ  
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（３）福岡市の保育需要の推移  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）共働き世帯の割合  

（夫婦のいる一般世帯で子どもあり（最年少の子どもが６歳未満）の世帯のうち、

夫・妻ともに就業している世帯の割合）  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市こども未来局調べ  

参照：国勢調査就業状態等基本集計結果概要（福岡市）  
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（５）子育てに対する不安や負担（乳幼児の保護者）  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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（６）子育てに関して悩んでいること・気になること（乳幼児の保護者）  

（○は３つまで）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24.7

24.6

23.2

21.3

20.9

18.4

18.0

12.3

11.5

11.4

9.3

8.7

5.5

2.4

2.4

2.0

1.6

42.2

22.1

22.8

22.8

25.3

37.6

28.8

14.5

18.7

18.6

16.8

12.6

8.9

3.1

4.8

5.7

2.3

3.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子どものしつけに関すること

子どもの食事や栄養に関すること

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どものくせや性格に関すること

子どもの教育に関すること

子育てで出費がかさむこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもの遊ばせ方に関すること

子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと

子育てのストレスがたまって、子どもに手をあ

げたり、世話をしなかったりしてしまうこと

子育てをしているうちに世の中から

取り残されるような気がすること

子どもを通じた親同士の付き合いに関すること

その他

特にない

今回調査(ｎ=3,375）

前回調査(ｎ=5,876）

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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5.4

5.1

47.9

49.4

20.4

25.4

1.3

1.6

0.9

0.7

11.6

4.7

10.9

12.1

1.7

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,001）

前回調査

(ｎ=1,496）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもがほしいとは思わない わからない 無回答

 
（７）結婚や出産についての考え方（青年（18～39 歳））  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
（８）理想の子どもの人数（青年（18～ 39 歳））  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

19.2

28.6

4.5

6.3

2.8

3.7

72.0

60.3

1.5

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=1,001）

前回調査

(ｎ=1,496）

結婚をし、子どもを持つべきだ

結婚はすべきだが、子どもは必ずしも持つ必要はない

結婚は必ずしもする必要はないが、子どもは持つべきだ

結婚も子どもも、絶対必要というわけではない

無回答

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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44.8

38.8

35.3

31.0

27.6

20.7

8.6

6.9

6.0

5.2

1.7

17.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子育ての精神的な負担が大きいから

子育てにお金がかかるから

自分のやりたいことができなくなるから

社会がどうなるかわからず、子どもの将来が不安だから

子育ての身体的な負担が大きいから

収入に不安があるから

健康上の理由で無理だから

仕事ができない、続けにくいから

教育に不安があるから

配偶者やパートナーが家事や子育

てに協力してくれないと思うから

住まいが狭いから

その他

今回調査(ｎ=116）

 
（９）子どもがほしいと思わない理由（青年（18～39 歳）（○は３つまで）  

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

参照：令和５年度  福岡市青少年の意識と行動調査  
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0.9

4.0 36.3 42.3 6.2

2.8

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,375）

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

0.1 2.2

37.5 49.4 7.6 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(ｎ=5,876）

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

16.5 50.3 21.5

2.4 0.9

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

(ｎ=3,375）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

13.7 52.5 24.8 4.3 4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査

(ｎ=5,876）

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

 
（10）ほしいと思っている子どもの人数と実際に予定している子どもの人数  

（乳幼児の保護者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほしいと思っている子どもの人数  

実際に予定している子どもの人数  

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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（11）ほしい人数よりも予定している人数が少ない理由（乳幼児の保護者） 

（○は２つまで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40.4

20.5

18.3

16.3

13.2

5.8

5.7

5.6

5.2

3.3

2.7

1.7

0.6

7.0

1.3

61.4

30.6

32.1

19.3

16.8

9.9

7.8

11.4

6.4

9.0

5.4

3.8

8.2

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子育てにお金がかかるから

子育ての身体的な負担が大きいから

収入に不安があるから

年齢的な理由で無理だから

子育ての精神的な負担が大きいから

仕事ができない、続けにくいから

配偶者やパートナーが家事や子育

てにあまり協力してくれないから

社会がどうなるかわからず、子どもの将来が不安だから

今いる子どもに十分な愛情をかけてあげたいから

健康上の理由で無理だから

住まいが狭いから

自分自身のやりたいことができなくなるから

教育に不安があるから

その他

特に理由はない

今回調査(ｎ=1,421）

前回調査(ｎ=2,485）

参照：令和５年度  福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査  
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